
受
賞
理
由

　本工事は、平成２４年７月の九州北部豪雨により被災した道路の復旧工事である。工事
箇所は八女市中心部と山間部の星野村とを連絡する主要道路の区間内であり、被災により
全面通行止めを余儀なくされていた。付近には大型車の迂回路がなく、膨大な数に及ぶ被
災箇所の復旧作業や路線バスの運行、生活物資の輸送等に多大な支障を及ぼしており、本
路線の一日も早い復旧が求められていた。さらに最大高低差約２０ｍの急峻な斜面内の工
事であり、土砂の崩壊対策を実施しながらも、工事の安全に配慮しつつ工期の短縮に努め
た結果、工事契約からわずか３か月で交通解放を実現し、星野村地区の復興に大きく貢献
した。工事の出来映えも申し分なく、福建特賞に値するものと評価するものである。

事 業 名 道路災害復旧事業

工 事 箇 所 八女市星野村八女香春線

受 賞 者 名 株式会社　広建

概　要　説　明　書

支 部 名 八女 支　部

福　建　特　賞



工 事 箇 所 柳川市三橋町中山沖端川

受
賞
理
由

　平成24年7月に梅雨前線豪雨が九州北部を襲い、14日朝９時頃、一級河川矢部川水系の
沖端川において左岸堤防が決壊した。決壊箇所の水位が下がった14日22時から工事に着
手し、24時間体制で工事を行った。まず、流れ着いた泥土および流木を除去し、搬入路
の築造と基盤の整備を行った。15日昼から山ズリの搬入を開始し、大型土のうの設置と
盛土による築堤を行った。まる３日間昼夜徹しての作業の末、18日深夜2:30に完成する
ことが出来た。その他、大型土のうの調達製作、交通誘導員などを管内の業者に協力を
得るとともに、国土交通省からは照明車を提供してもらい、事故なく築堤の早期完成が
計られた。また、周辺被災家屋の土砂除去についても、機械を出してボランティアとと
もに住民の復興支援に協力した。以上のことにより、会社自身が浸水被害に遭いながら
も、職員、機械、資材総動員で工事を行い、早急な復旧業務に尽力したため、福建賞に
値するものとして評価するものである。

事 業 名 河川改修事業

受 賞 者 名 新開建設　株式会社

概　要　説　明　書

支 部 名 南筑後 支　部

福　　　建　　　賞



受
賞
理
由

　本工事は、（独）水資源機構が実施する小石原川ダム建設に関連する工事用道路とし
て県道の拡幅を行う改築工事である。　部分的に用地交渉が難航した地権者家屋への進
入道路の施工が発生したが、下記の対策を行いトラブル無く工事を完成させた。
1.民地の法尻に現地の床堀時に発生した巨石を利用し、景観に配慮した石積みを施工。
2.降雪時に家屋付近の道路の除雪作業を率先し、地元地権者と良好な関係を築いた
3.現地で発生した巨石を石積み材料として再利用することで処分代を削減、かつ景観
にも配慮。
　集落内で施工スペースが狭く、地権者への配慮が不可欠、積雪地域という厳しい現場
条件にも関わらず、地権者や地元と良好な関係を築き、トラブル無く当初の工程どおり
工事を完了させた「工程管理能力」、「地元調整能力」、「地域貢献能力」及び「施工
技 を 福建賞 値す も す も あ

事 業 名 道路改築事業

工 事 箇 所 朝倉市佐田木和田安谷赤谷線

受 賞 者 名 株式会社　石松組

概　要　説　明　書

支 部 名 朝倉 支　部

福　　　建　　　賞



工 事 箇 所 久留米市白山町池町川

受
賞
理
由

　本工事は分流堰の工事で、施工業者の(株)近藤建設は、仮設工や基礎杭の施工を安全
に十分配慮して施工し、複雑な形状の堰や人孔および自然石を使った取付護岸は、とて
もよい出来ばえとなっている。施工においては、コンクリート打設や打継目の処理など
に創意工夫を行っている。安全管理においても、第３者の進入防止対策はもちろんのこ
と、市街地での工事のため、重機は低振動、低騒音に加えエコマーク認定の機械を使用
し、周辺環境に配慮した対応を行った。作業員も、安全意識の啓発に努めており、労働
災害防止への意識が高い。また、市街地の現場であるため工事現場のイメージアップ
や、池町川にいる魚の保護や、周辺の道路と河川の清掃を自主的に行うなど、地域貢献
にも非常に積極的に取り組んだ。品質確保のための細かい配慮や、安全対策の充実、そ
して高い技術力による施工現場のすばらしい出来ばえは、他業者の模範となるところで
あり、福建賞に値するとして評価するものである。

事 業 名 床上浸水対策特別緊急事業

受 賞 者 名 株式会社　近藤建設

概　要　説　明　書

支 部 名 久留米 支　部

福　　　建　　　賞


